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祝
　
　
辞

　株式会社大川鉄工所が、創業 100 周年を迎えられましたことを、心からお祝い申し上

げます。

　貴社は、大正８年４月に北海道・小樽の地に創業されて以来、船の錨などの鍛冶製品、

木造船の金物や刃物の製造といった、時代に応じて地域経済が必要とする製品を提供さ

れ、現在では、鉄骨の加工から施工まで一貫した製品提供により社会資本整備を支える

など、その高い技術力で、道内外から幅広い信頼を築き上げてこられました。

　とりわけ平成 10 年に、当時、北海道でも数少ないＨグレード工場の大臣認定を取得

するなど、お客様からの高度なニーズに応えられる企業として常に評価されています。

　また、産業の担い手不足や高齢化など、技術の伝承が困難になりつつある時代の中、

従業員の様々な資格取得を支援するなど、将来を見据えた人材の育成に努められている

ほか、地域の多様なイベント運営に参加されるなど、本道のものづくり産業や建設業の

発展はもとより、地元小樽の地域づくりにも多大貢献を果たされてきたことに、深く敬

意を表します。

　今年は、北海道命名から 150 年という大きな節目の年です。先人から受け継いできた

豊かなふるさとを、次の世代にしっかりと引き継いでいくため、地域経済を支える産業

の振興をはじめとする各般の施策を推進してまいりますので、今後とも、ご理解とご協

力をお願い申し上げます。結びに、地元小樽と北海道にとって、かけがえのない企業で

ある大川鉄工所が、この創業 100 周年を契機に更なる発展を遂げられますこと、並びに

関係の皆様のますますのご活躍とご健勝を心から祈念申し上げ、お祝いの言葉といたし

ます。

100th Anniversary

北海道知事

　高　橋　はるみ

株式会社大川鉄工所創業 100 周年に寄せて
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100th Anniversary

　株式会社大川鉄工所が創業１００周年という節目を迎えられ、ここに記念誌発刊に当たり祝

文を寄稿させていただく機会をいただきましたことを、光栄に存じます。

　さて、株式会社大川鉄工所は、大正８年に故大川元蔵社長が、船の錨やカスガイ等の鍛冶製

品を製作する企業として創業され、その後、フイゴを使った金物や刃物製造など現在の鉄工所

としての基盤を確立されました。現在では、建築鉄骨の加工、溶接、塗装から納品、組立まで

も行う企業となり、平成１０年には、当時社長でありました大川紘司会長の念願であったＨグ

レード鉄骨製作工場の認定を受けられました。その後も公共施設をはじめとした様々な施工を

手がけられ、まちづくりに貢献されていることは、誠に御同慶の至りであります。

　本市は鉄工業をはじめとする「ものづくりのまち」であり、市内経済が持続的に発展してい

くためには、地場産業の成長発展が重要であると考えております。小樽の歴史とともに成長さ

れ、１００年の長きにわたり蓄積された御社の技術は小樽の財産であり、今後も地域経済を牽

引していかれますものと期待しております。

　結びになりますが、御社の今後益々の御発展と、大川紘司会長並びに大川晃弘社長はじめ皆々

様の御健勝、御活躍を祈念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただきます。

　　　小樽市長　森　井　秀　明

　株式会社大川鉄工所殿が創業１００周年を迎えられましたことを、心よりお祝い申し上げま

すとともに、平素からのご高配に対しまして厚く御礼申し上げます。

　貴社は大正 8 年に創業、建築金物制作を経て、昭和 39 年からは工場を小樽市色内へ移し鉄

骨制作、平成 10 年に現在の小樽市高島へ工場を移転、同年に小樽市唯一の H グレード取得と

生産体制を確立されました。そして小樽市内はもちろんのこと、北海道内の多くの建築物を手

掛けてこられました。外注業者に頼らず製品を制作される姿勢で現在まで Hグレードを維持さ

れていることは、社会に信頼される製品を制作されている証であり、それが安定した経営につ

ながっていることは大変喜ばしいことであります。これも経営陣はじめ従業員の皆様のご努力

の賜物と敬服いたすところであります。

　貴社と弊社との取引開始は約 30 年前に遡ります。以後現在まで建築鉄骨用鋼材を安定的に

ご購入いただいているだけでなく、弊社のグループ会社である JFE シビルのシステム建築協

力代理店になっていただくなど、JFE グループ各社とも親密にお取引いただいております。ま

た、貴社は JFE スチール北海道建材会のメンバーとして幅広い分野でご活躍されており、貴社

と JFE グループの間には強固な相互信頼関係が存在し、今後もその関係はますます強まること

と確信いたしております。

　今後も不透明な時代ではありますが、貴社が 100 年をかけて培ってこられた経営・製造のノ

ウハウを活かし、一層発展されることを祈念いたしましてお祝いの挨拶とさせていただきます。

ＪＦＥスチール株式会社

代表取締役社長　柿　木　厚　司

創業 100 周年をお祝いして

創業 100 周年をお祝いして
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100th Anniversary

　当社は本年、お蔭様を持ちまして創業百周年を迎えることとなりました。初代が町中で

鉄工所を創業、以来今日までの年月は、国にとっても市民にとっても激動の時代でした。

戦争、災害で経済や生活は混乱し、当社にとりましても試練の多い年月でした。この状況

下で祖父及び父は、懸命に家業を支え力を尽くして参りましたが、これも偏にその時々の

お得意様各位のご支援の賜物であり、改めて深く深く長年のご厚情に感謝し、お礼申し上

げます。

　現代の社会は、皆様ご承知の通り何事もテンポが速く、価値観が変わり様式が変わります。

　英知を尽くし会社を維持し発展させることは、誠に困難なものがありますが、それを成

し遂げ、次世代に繋ぐそれが、よき日本、よき北海道を守る礎と信じるものであります。

　今後も絶え間なく努力し、お客様各位のご要望に応えるべく社長始め社員一同、研鑽し

努めるとは存じますが、至らぬ所も多々あろうかと思いますので、今後ともご指導ご厚情

を賜りますよう心からお願い申し上げます。

株式会社 大川鉄工所　会長　大　川　紘　司

　株式会社大川鉄工所はおかげさまで創業 100 周年を迎えます。これもひとえに皆様方の

温かいご支援とご愛顧の賜物と厚く御礼申し上げます。100 年という長い年月を振り返り

ますと、大正・昭和・平成と３つの時代を乗り越えて発展し継続してきたという自負と多

くの皆様に支えられて今日があるのだという感謝の気持ちでいっぱいです。この100年は、

戦争・大震災・大恐慌・高度経済成長・オイルショック・バブルの発生と崩壊・価格破壊・

超円高・国内空洞化・リーマンショック等、様々な出来事が次から次へとおこった変化に

富んだ時代だったと思います。21 世紀になった今、私たちの業界を取り巻く環境は大変

厳しいものがあります。人口減少による働き手不足、それに伴う協力業者の減少等、日本

の国の将来は大変不安定な状態です。

　しかし、不安と心配ばかりでは前へ進みません。過去 100 年の歴史の中でも多くの困難

を乗り越え、克服してきたからこそ今があるのです。弊社も日本の技術を信じながら、今

後も技術革新と社会システムの変化の中で日本のものづくりを支援し、郷土発展の為に頑

張っていきたいと思います。創業 100 周年にあたり、「お取引先様と地域社会の発展に貢

献できる会社」を目指して、これからも今まで以上に、製品・スピード・チームワークの

充実をはかり、時代に合った新しい商品や会社づくりを提供して、お取引先様と地域の皆

様から愛され、信頼される会社にしていきたいと思います。これからも、皆様のご支援と

ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

株式会社 大川鉄工所　代表取締役社長　大　川　晃　弘

次世代につなぐ ～創立 100 周年で思うこと～
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二代目　大川元一さんとの想い出

　大川元一さんとの最初の出会いは、

昭和 30 年代でした。当時私どもの取

引先である建設業の会社では、それぞ

れ協力会社を擁して工事をされてまし

たが、仕事を円滑に進めるため、協力

会社の会を作り、合わせて夫々の親睦

をも図られました。私どもの会社もそ

の会に参加し、その会合でお目に掛か

り親しくして頂きました。以後、仕事

の上でも色々とお世話になりました。

　石山町にあった工場の入口の左側

に、鞴があり、鉄を赤めたものをハン

マーで叩き、率先して作業をして職人

さんに指示をされ、時には奥様もお手

伝いされてました。奥様も暖かい人柄

の方で、粗っぽくなりがちな工場を良

くまとめておられました。

　お仕事は、漁業に使用する金具や、

高島にあった木造船の造船所で使用す

る金具などを製作されてました。その

後、建築用の金物の比重が増えたよう

に思います。出来上がったものは、リ

ヤカーで配達、手宮の向上から高島、

花園町までも行ったものだと奥様と思

い出話をされていました。

　三代目に当たる紘司さんが入社され

て、業務の中身も徐々に変わり、石山

町から色内町に移られましたが、その

折には奥様共々、大きな決断をされた

事と拝察してます。お仕事も従来の建

築や漁業に関するものから、鉄骨建築

の主要を占める鉄骨の製作へと移行

し、三代目紘司さんの成長を見守りな

がら、ご自分は従来の取引先のお仕事
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に携わっておられました。

　何事にも理非を重んじ、関係する方々

からの信望は終生篤いものがありまし

た。

　その時々の言動や仕草は、折に触れて

思い起こします。鞴まつりは、毎年初冬

に行なわれる鉄工場のお祭りで、これま

でのお仕事で不可欠な鞴に感謝する行事

であった様に思います。従業員の方々、

取引先、親しい方々などがお招きを受け、

賑やかに楽しく行なわれました。日頃仕

事では、厳しい方でしたがその時は、穏

やかで行き届いたホスト振りが、内助の

奥様のご様子と共に懐かしく思い起こさ

れます。長年のご厚誼に厚く厚くお礼申

し上げます。

三代目　大川紘司さんの若き頃

　東京で鉄工の技術を学び、家業を継ぐ

べく帰樽された頃、石山町の工場で父君

の仕事の手伝いをし、金具の製作に倦む

ことなく黙々と作業をされていたのが私

との最初の出会いでした。その時の印象

は、父君に対し実に素直で畏敬をされて

る方だと感じたのを鮮明に思い浮かべま

す。

　家業はその後大きく転換、工場を移転

し建築用の鉄骨製作を創められました

が、そこに至るまでの技術面、人材、受

注の確保などなど創業者としての苦労を

体験されました。無論ご父君の後ろ盾は

ありましたが、よく短期間に軌道に乗せ

られたとその道程を知る者として感じ

入ったことでした。

　当時小樽は、市を横断する国道５号線

の拡幅があり、各所で店舗の建築があり

ましたが、それの鉄骨受注、施工に全力

で取り組み、高い評価を得られました。

また、後志地区の工事にも積極的に受注

活動をされましたが、その折りに同行し

たこともありました。

　一般的には、親の事業を継いだ子供は、

時代が違うとて親への報告や、意見を求

める事が少ない様に見受けられますが、

大川さん父子にはその様な事は全くあり

ませんでした。得意先での交渉、仕事の

進め方、工事完了後の入金状況などをそ

の都度お話されている様子を垣間見たも

のです。

　好不況の激しい業界にあって、地道な

経営を貫かれ業容も拡大し、色内工場か

ら現在地に移転されたのは、前社長がご

他界されて数年後でしたでしょうか。

　50 年以上も家族同様のお付き合いを

頂きましたが、他に比類のないような親

孝心、お元気な頃のご両親に尽くされた

数々、最晩年、病に在った時の介護など

身近に拝見して感銘を受けた事も再々で

した。

　ご母堂様の最後の言葉「親孝行ありが

とう」に全てが篭められていると拝察す

る次第です。

当時使用されていた鞴（ふいご）と同じ型



－ 8－

　
大
川
鉄
工
所
一
〇
〇
年
物
語

二人目の親父さん、大川元一様へ

　あなたは、私が勝手に決めた二人目

の親父さんです。信州から小樽に移っ

て５年余り経ったころ、父から「親は

子より早く死ぬ。この世で親ほど子の

喜びや悲しみを、正面から受け止めそ

れを共に分かち合ってくれる者はな

い。親子の様なお付き合いの出来る方

を得られるように心がけたらよい、人

生がより豊になるよ」と教えられた。

20 代前半の時です。

　会社関係者、仕事上や趣味での出会

いは数え切れないくらい多くありその

時々にお世話になり、知遇を頂いた方

も沢山ありますが、その中で己の心の

中で、密かに親のように思い 40 年余

りも親しくさせて頂いた二人目の親父

さんがありましたのは誠に幸せで、父

の教えのように大きな励みにも喜びに

もなりました。

　あなたとの出会いは、建築関連の仕

事を互いの生業（なりわい）としてい

た事で始まり、その大らかな人柄に魅

せられました。

　親父さん今、あなたは何をしておら

れますか。家業である鉄工場を継ぎ戦

前、戦後の混乱した世の中で鞴（ふい

ご）を扱い赤くなった鉄をハンマーを

振り上げてたたき、奥様と懸命に仕事

に励まれたご苦労を奥様と思い出して

おられますか。立派な後継者になった

ご子息が会社を市内有数の企業に育て

上げた様子を見ておられますか。それ

とも其方に行かれた皆さんと思い出話

をしておられるでしょうか。

　親父さんは人情に厚い方で、困った

人があれば何時でも手をさしのばす方

でしたね。それを利用され窮地に立た

された時があっても余り苦にする風も

なく、泰然としておられました。また

物事の理非、けじめに厳しく理に添わ

ぬものには決して良しとしない一徹な

面もありました。数多くの事を学ばせ

て頂きましたが、同時に私が取引先や

子育てのことで悩んだり、困ったとき

に親身になって聞いてくださり、助言

や叱責を頂きました。それがどんなに

心強かったことでしょう、感謝のほか

ありません。お宅には迷惑をも顧みず

実家のように出入りしましたが、奥様

のぬくもりのある人柄なくしてこのよ

うな振る舞いは出来なかったと思い、

お二人に感謝のほかありません。

　時にはドライブや温泉に行ったり、

教えて貰った花札に興じることもあり

ましたね。忘れられないのは、伊豆旅

行をご一緒したとき、宴会の最中に心

臓発作で私が倒れ救急車が来るまで付

き添って、話しかけたり私の胸をさ

すって下さいました。実の親でも及ば

ぬご心労をお掛けし彼の地で入院中

も、小樽に戻ってからも篤いお心遣い

を頂きました。両親は既になくこの歳

で親の役割を担って下さる方が在る幸

せをしみじみ、感じたものでした。

　親父さんが社業の大半をご子息に任

され、私も実務を終え温泉や小旅行を

楽しみたいと語り合い長年のご高恩に

少しでも報いたいと思っていた矢先、

身体を損なわれて入院、快復して帰宅

され安堵しましたが再度、入院されま

した。お見舞いにも再三伺いある時、

「食べたいものありますか」とたずね
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たら「大福餅が食べたい」と言われ、持

参しました。けれども病気も故もあって

主治医から止められ残念そうな顔をされ

たのが思い出されます。再起をご家族と

ご祈念してましたが、容態が急変との連

絡を受け駆けつけましたところ、ご家族

が医師の最後になるであろう治療を見

守っておられました。遠くに離れていた

といえ、親の最後を看取れなかった私で

すが、皆さんに人生の最後をこのように

示され、静かに目を閉じられた親父さん

の生涯の素晴らしさに改めて感動しまし

た。

　親父さんがご他界されて 20 年余り教

えて頂いたものを僅かでもお返ししたい

ものと、私より世の中の経験が浅い方々

の悩みや相談に少しでもお役にたつ様、

今後も務めて参りたいと念願していま

す。親父さん有難うございました。

初代社長の婦人（左）と二代目社長の婦人（右）

旧色内工場の裏にある旧手宮線

旧色内工場の地鎮祭

社内レクレーション

（旧色内工場にてバーベキュー）
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明治後期

鉄工所創業者である大川元蔵（新潟生まれ）は出稼ぎ

のため小樽へと移り住む。手宮の硝子屋で修行を重ね

ていました。

富山県出身の女性と出会い、後に結婚。

大正元年

　大川元一が誕生。

大正 8年 4月

大川元蔵が小樽市豊川町で、大川鉄工所を創業。

元蔵は鍛冶職人で、船の錨やご近所の方に頼まれた金

物製作をする等、当時はまちの小さな鍛冶屋として営

業していました。

昭和 10 年 3 月

大川元一が会社代表に就任。

元一は先代の元蔵に教え込まれ技術に更に磨きをかけ、

従業員２人を雇用して手広く商売をしていました。

明治・大正時代

昭和時代

昭和 12 年 10 月

工場が狭くなってきため、小樽市石山町に移転。

７年後…現会長の大川紘司が誕生。

第二次世界大戦中のため、出兵させないよう、役所への届出を遅らせ、昭和 19 年１月１日を誕

生日にしたという話もありました。

昭和 46 年 2 月

法人改組し、大川元一が代表取締役に就任する。その頃の大川鉄工所は、鍛冶製品の製作と建

築の金物工事などの仕事をしていました。

昭和 47 年 8 月

工場を色内に移転し、現会長の大川紘司が鉄骨製作の

仕事を始める。工場の人員を 10 名以上増員し、建築部

門・鉄骨グループを設ける。

工場認定方法が工場の規模で決められていた頃の話（旧

認定）。

当社がＭグレードの認定を受けた際、見た目でＲグレー

ドと言われた経験がありました。その時、現会長は「将

来Ｈグレードになってやる！」と、決意。

小樽港へ来る移住民

当時の北運河地区

当時はリヤカーによる販売が多かった

旧色内工場の落成式

初代　大川元蔵
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平成 2年 2月

　代表取締役に大川紘司が、会長に大川元一が就任。

平成 7年 8月

この年は不運が度重なりました。

翌年は消費税が５％～８％になるため、仕事の受注量も多く、

まわりの方々に沢山のご迷惑をおかけする事もありました。

皆様のお支えもあり、幾多の苦難も乗り越えられました。

平成 9年 10 月

　高島フィッシュミール工場を４ヶ月ほどかけて改修、取得。

平成 10 年 4 月

工場を色内から高島に移転、最初の製作物件はマイカル小樽で

した。

大川紘司　念願のＨグレードを取得。

小樽市内で５社あった鉄骨製作工場も２社になり、小樽に１社

はＨグレードが必要と語っていた紘司の夢が叶った瞬間でし

た。

以後、Ｈグレードを維持しております。

平成 17 年 5 月

　本店を色内から高島へ移転。

平成 18 年 4 月

　現ヤード部分の土地を取得。

　10 Ｔの橋形クレーンを設置。

平成 26 年 4 月

　代表取締役会長に大川絋司が

　代表取締役社長に大川晃弘が

　就任。

平成 30 年 4 月 21 日

　創業 100 周年記念式典を挙行。

平成時代

改修前の高島工場内

改修後の高島工場内

10T の橋形クレーン

第二製品置場

作業風景社内レクレーション

塗装工場



－ 12 －

　
一
〇
〇
年
　
そ
の
先
へ
…

2 代目　大川元一 3代目　大川紘司 4代目　大川晃弘

「 覚  悟 」

　大川鉄工所は、これまで時代にともなった環境の変化や、

市場にともなった製品の変化、また景気変動による不変を

選択して参りました。これらは、世の中の背景が大きく影

響するものの、次代へつなぐための「覚悟」は変わること

なく受け継がれています。

　この大地に深く根をはり、これまで受け継いだ技術を新

たな時代に引き継いで力を合わせて輝く未来へとつないで

参ります。

初代　大川元蔵
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